
令和６年度 第３回松本市公民館運営審議会 

 

 

日 時 令和７年３月１３日（木） 

                                       １８：００から 

会 場 中央公民館３－２ 

 

 

１ 開  会   

 

 

２ 委員長あいさつ    

 

 

３ 内  容 

⑴ 令和６年度松本市議会２月定例会 公民館に関連する一般質問について 

 

⑵ 令和６年度 生涯学習課・中央公民館事務事業の総括について 

 

⑶ 意見交換「５つの重点戦略【テーマ：地域拠点／自治組織の再構築】に

おける各地区の取組み結果について」 

  【公民館職員出席者】 

   島内公民館    館長 上條光司／主事 中條 陽  

 

⑷ その他 

次年度の委員交代について 

 

 

４ 閉会 

 

 



松本市公民館運営審議会委員・Ｍウイング文化センター運営委員名簿 

根拠法令等 松本市公民館条例、松本市公民館運営審議会規則、松本市Ｍウイン

グ文化センター運営委員会設置要綱 

活 動 内 容 館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき調

査審議するとともに、Ｍウイング文化センターの運営について協議

する。 

 

◎委員長 〇副委員長 

区分 氏  名 所   属   団   体   等 

学校教育 
 五 明 佳 代 松本市立筑摩小学校 校長 

 馬 場 英 晃 松本市立大野川小･中学校 校長 

社会教育 

○ 立 石 恵 子 フリマネット信州 代表 

 
降 旗 都 子 

松本市地域づくり市民委員会 委員長 

第三地区まちづくり協議会 副会長 

 染 井 伴 子 松本市女性団体連絡協議会 

 中 田 安 子 元 第三地区公民館 館長 

 百 瀬  壽 松本市町内公民館長会 会長 

 中 島 麻 衣 地域づくり考房「ゆめ」 

 山 口  茂 松本市公民館報全市版編集委員会 委員長 

 小 穴 一 郎 ＮＰＯ法人信州ソフトウエア協会 代表理事 

家庭教育 
 高 木   守 松本市ＰＴＡ連合会 顧問 

 久保田  由美 松本みんなのにほんご教室 

有識者 
◎ 向 井  健 松本大学 総合経営学部 准教授 

 前 田  豊 信州大学 人文学部 准教授 

公募者  小 峰 悦 雄 公募 

            （任期２年：令和５年８月１日から令和７年７月３１日まで） 

 

 

事務局 

 廣 田 圭 男 松本市生涯学習課・中央公民館 課長（館長） 

 上 嶋 秀 俊 
松本市生涯学習課・中央公民館  

社会教育推進担当 係長 

 

 



令和６年度 松本市議会２月定例会 公民館に関連する一般質問 

 

 

【太田正德 議員】 

質問 答弁(教育次長) 

本市公民館活動の組織体制、

主な活動内容、令和３～５年度

の利用状況は？ 

１ 組織体制 

 ⑴ 全３５地区に公民館長･主事を配置し、全市的

な活動を所管する中央公民館を設置 

 ⑵ 住民が主体的に公民館運営へ参画するため、

｢運営･館報･図書視聴覚･文化｣の５部門委員会を

設置し、約 2,000人が職員と一緒に活動 

 ⑶ 住民が自主的に運営する町内公民館もあり、住

民と行政の連携によって、身近な町会単位から地

区、全市レベルまで多層的な組織体制を構築 

 

２ 主な活動内容(３つの柱を主軸に活動) 

 ⑴ 住民の幅広い学習ニーズに対応し、学ぶ楽しさ

や生きがいを生み出す学習講座の実施 

 ⑵ 住民相互の親睦を深め、地域への関心や仲間づ

くりを進める地域イベントの開催 

 ⑶ 地域課題を解決するために、住民が共に学び合

い、話し合う場づくり 

 ※特に⑶は、カルチャーセンターとは違う住民自治

の拠点としての公民館の特徴 

 

３ 利用状況(主催事業、自主サークル活動) 

   Ｒ３年度…44,848件／460,606人 

   Ｒ４年度…50,793件／572,131人 

   Ｒ５年度…54,831件／663,577人 

   ※コロナ禍以前の利用状況に回復傾向 

地区体育･文化事業は前例踏

襲がベース。コロナ禍を経て、見

直しを求める住民ニーズとの間

に、ギャップが生じていると感

じる。 

また、現在の公民館は｢若者の

利用が少ない｣という話も聞く。 

そういった課題解決や、幅広

い世代の利用促進へ向けた解決

策は？ 

１ 住民ニーズとのギャップの解決 

 ⑴ 運動会等の地区事業は、町会対抗による選手集

めへの負担感や参加者のやらされ感などがある。 

 ⑵ 現状を踏まえ、各館で住民と話し合いながら、

必要に応じて事業を見直し 

 ⑶ 単に行事を中止するのではなく、本来の目的と

なる住民同士の顔が見える地域づくりを進める

ために、負担感よりも楽しさ・参加意義を感じら

れる行事へ変える視点を大切に、住民アンケート

等でニーズ把握しながら推進 



  【見直した地区の事例】 

  ・新村…防災等を学ぶ｢防災フェスティバル｣ 

  ・中山…幅広い世代が参加できる｢モルック大会｣ 

  ・島内…体験型アトラクションを主とする｢スポ

ーツフェスティバル｣ 

 

２ 幅広い世代の利用促進 

 ⑴ 若者の居場所を拡充(ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ開設事業) 

   Ｒ５年度まで…４館(学習ｽﾍﾟｰｽ) 

   Ｒ６年度から…７館(学習に限定しないｽﾍﾟｰｽ) 

   ※R6.8～R7.1の間に、第三地区で 1,400人を越

える若者が勉強･読書･ゲーム等で利用 

 ⑵ 若者の学びニーズの把握 

   R6.12～R7.1 にかけて市内高校生を対象に、現

在の音楽活動の状況や練習場所、必要な機材等の

アンケート調査実施 

 ⑶ 部活動の地域移行 

   中学生からニーズのあった料理･手芸･書道等

の文化活動に対し、公民館サークルへ仲間として

受け入れが可能かを照会中 

さまざまな地域団体や地域づ

くりセンター･公民館･福祉ひろ

ば等の機関が連携することで、

多様で効果的な地域活動が展開

できると考える。 

公民館として連携することの

意義をどう捉えているか？ 

１ 連携する意義 

  様々な思いや考えを持った人や団体が、義務感で

はなく、楽しみながらつながることで、新たな学び

や刺激を生み、個々の活動では思いもよらない発想

や取組みを創造 

⇒こういったつながりが連鎖し、さらなる新たな

展開へ広がることが連携する意義 

 

２ 連携活動の事例(島内地区) 

 ⑴ 公民館がつなぎ役となり、平瀬城址(特別史跡)

を核にした地域づくりを推進 

⑵ 町会･町内公民館・史跡関係者、地区内の酒造会

社・染物店・飴屋等が連携し、平瀬古城会を組織 

⑶ 染め物体験会や陶芸教室のほか、R6.10 に安曇

野市堀金地区と協働した狼煙まつりを開催 

 



 

 

令和６年度事務事業報告 
生涯学習課・中央公民館 
 

１ 事務事業の概要 

誰もが住みよい地域社会の創造へ向け、住民･地域団体･市民活動団体･大学･行政等の｢多様な

主体｣がお互いの立場を越えて連携し、｢自分たちの地域は自分たちで創る｣という自治意識の根

付いた地域を形成します。お互いの垣根を越えて理解を深めながら自治能力を高めるために、公

民館等の施設整備や多様な市民の意見を反映した学習･地域活動を実践します。 

さらに、自治組織の高齢化や担い手不足といった課題を解決する鍵となる、若者や子育て世代の

女性、移住者等を含めた幅広い世代･立場の住民が主体的に地域活動へ参画するために、若者の居

場所づくりの推進や、住民ニーズに合った公民館事業を展開します。 

 

２ 生涯学習課・中央公民館の総合評価 

 自己評価 評価の理由 

重点目標の 

達成度 Ａ 

・コミュニティスクールの国型モデル校では、学校運営協議会の設置

や地域学校協働活動推進員の配置により、学校と地域が子どものため

に真剣に議論し、新たな取組みを生みだしました。 

・学習・フリースペースの拡充により、若者による公民館利用が増加

し、一部では地域との関係が生まれつつあります。 

・松本市公民館チャンネル(ＹｏｕＴｕｂｅ)」へ各公民館の講座を投

稿し、映像コンテンツを充実させました。 

・公民館等長寿命化事業として、Ｍウイング第３期工事（屋根改修、

多目的ホール床改修、サイン更新、照明ＬＥＤ化等）の中間改修工事

を実施し、施設の利便性が向上しました。 

・旧松本高等学校校舎への冷房設備整備に関して、先進地（山形県）

の視察を通じて、一定の方向性が見えてきました。 

社会情勢への

対応（任意） 

・「公民館は高齢者が行くところ」とのイメージを払拭し、若者の活用を促進する

ため、中央公民館２階のフリースペースへの座席の増設や参考図書の設置など

を進めました。 

・コミュニティスクール事業の取組みを加速させるために、令和７年度からの新規

国型モデル校設置に向けた調整を進めました。 

・ペーパーレス化を進めるため、ハタチの記念式典の参加申込みとパンフレットを

電子化しました。また、記念写真をデータで参加者に送信しました。 

・地球温暖化対策として、あがたの森文化会館の冷房設備がない貸室にスポットク

ーラーを配備しました。 

・文化観光都市としての魅力向上のため、池上百竹亭の幅広い活用策を検討するに

当たり、令和７年１月から暫定的に直営による施設管理を行いました。 

事務事業の効

率化（任意） 

・まちづくりの集いに係る市民の負担を軽減するため、幹事会を廃止し、よりメン 

バーを絞り込んで効率的、効果的に企画する準備会を組織しました。 

・あがたの森文化会館の各部屋の机とイスの配置数を、貸室の利用状況に合わせて

整理しました。 

 

３ 令和６年度における重点目標の成果と課題          

⑴ コミュニティスクール事業（継続） 

・令和５年度から大野川小･中学校で取り組む｢国型コミュ

ニティ･スクール事業｣を他地域へ横展開 

・地域・保護者・学校等が連携・協働して地域の子どもの成

長を支える｢松本版コミュニティスクール事業｣を全地区

で推進 
＜具体的な進め方等＞ 

・大野川小･中学校の取組結果･効果を関係者等と共有し、令和

【第 3次計画で主に関連する分野・方針】 

２－１ 学童期の遊びと学びの 

充実 

２－３ 教職員研修の充実と働 

き方改革の推進 

８－２ 学校・家庭・地域の連携・協働

の推進 



 

 

７年度からの新規国型モデル校の取組みを検討(２校程度) 

・松本版コミュニティスクール事業は、引き続きコミュニティ

スクール運営委員会での話合いを通して、地域特性を活かし

た事業を展開 

 

ア 事業成果 

 (ｱ) 事業の達成状況 

   a 国型コミュニティ・スクール事業を進める大野川小・中学校では、法に基づく学校運営協議

会と地域学校協働活動推進員を置いたことで、住民が学校運営に当事者意識を持って参

画し、３回の学校運営協議会で活発な議論を展開しました。 

その結果、地域資源である「奥穂高岳」を活用した学校登山の持続可能な手法として、

地域(地域学校協働本部)主体による実施の方向性が確認されました。 

   この他、部活動の地域移行に伴う｢地域クラブ｣設立へ向けた話し合いや、ＰＴＡを主

体とする夏祭り、子どもの居場所づくり、放課後子ども教室の開設など、地域と学校の

新たな連携活動が生まれています。 

  ｂ 令和７年度からの新規国型モデル校として、大野川小･中学校より規模が大きな   

｢１地区で１校を支えるモデル｣と｢複数地区で１校を支えるモデル｣に相応しい学校及

び地域学校協働活動推進員の選定を進めました。 

  ｃ 松本版コミュニティスクール事業については、地域住民等が学校運営委員会を通じて学

校の取組状況や子どもたちの様子を共有しました。また、子どもたちは地域の大人たちと一

緒に、農業、伝統行事、自然・環境、まち歩きや花壇整備、避難所設営などを体験し、生きる

力を育みました。 

 (ｲ)  第３次計画において位置づけた「関連する分野・方針」との連携についての達成状況 

・国型及び松本版のコミュニティスクール事業を進めた結果、地域、保護者、学校などが子ど

もや地域への思いを共有し、連携しながら子どもの成長を支える気運が向上しました。 

・また国型では、コミュニティスクール事業費とトライやるエコスクール事業費を統合

し、委託料として一括配当することで、学校運営協議会での議論と地域連携予算がよ

り密接に連動するとともに、事務の効率化による教員の負担軽減にもつながりました。 

（２－３、８－２） 

 イ 課題と方向性   

  本事業の成果は、コーディネーターである推進員の資質によるところが大きいことから、

コーディネーター資質を持った人材の発掘、確保が課題です。 

  今後は、令和７年度から拡大する国型モデル校の成果や課題を検証しながら、更なる横

展開を検討します。 
⑵ 子ども・若者の居場所づくりと社会参画事業（継続） 

・地域への若者の関わりを進めるため、公民館に学習･活動 
スペースを開設 

・若者の社会参画を促進するため、若者のニーズや課題を 
踏まえた講座・イベント等を開催 

・ひきこもりの若者等を支援する研修会等の実施 
＜具体的な進め方等＞ 
・中央公民館（Ｍウイング）及び１０地区公民館に学習・ 
フリースペースを開設 

・青少年ホームが若者のニーズに合わせた講座や若者が主 
体となった事業等を実施 

・ひきこもりに関する研修会を当事者、その家族、支援者 
等を対象に開催 

・様々な事情により家で過ごす子ども・若者の居場所とし
て、松原地区公民館、笹賀公民館に「居場所支援ほっと
スペース」を開設 

【第 3次計画で主に関連する分野・方針】 

２－２ 青年期の遊びと学びの充実 

２－４ 多様な遊びと学びの機会の保障 

３－１ 子どもの権利保障と環境づくり

の推進 

４－２ リカレント教育の充実 

８－１ 放課後の子どもの居場所づくり

の推進 

８－３ 地域づくりの推進 

 ア 事業成果 



 

 

  (ｱ) 事業の達成状況 

ａ ４つの公民館（中央・松南地区・梓川・四賀）で通年利用できる学習スペースを開設

するとともに、学校の長期休業に合わせて１８館で、児童・生徒の居場所として公民館

を開放しました。 

ｂ 令和６年８月から７地区公民館（第三地区・城東・白板地区・島内・芳川・寿・庄内

地区）で、学習に限定しないフリースペースを開設しました。令和６年８月～令和７年

２月末までの間に２，１６７人が、勉強や読書、ゲーム等で利用しました。 

その結果、常連の利用者も増え、公民館や地域の大人と一緒に取り組んでみたいこ

とを話し合うなど、｢ほど良い距離感｣のなかで関係性が構築され始めています。 

ｃ 青少年ホームにおいて、ヤングスクール（３８講座）をはじめ、ボードゲームイベン

トや外国文化を学ぶ「多国籍なんなん交流会」など、若者のニーズに合わせた事業を実

施することで、若者が気軽に参加できる居場所づくりが進みました。 

また、ハタチの記念式典では、実行委員の若者たちの自由な発想により、クイズ大会

や旧担任動画メッセージの上映など、従来とは異なる若者主体の参加型式典が開催さ

れました。 

ｄ 学校支援室との連携により松原地区公民館と笹賀公民館で進める「居場所支援ほっ

とスペース」事業は、地区内での認知が広がり住民ボランティアの参画が進んだ結果、

１年間で両地区合わせて延べ１，０００人以上の利用があり、子ども同士で勉強や読書を

したり、保護者も一緒にスポーツやゲームをしたりと、垣根を越えた交流が生まれてい

ます。 

  ｅ ひきこもりの若者や家族を支える取組みとして、「若者カフェ」（なんなんひろば１

階喫茶室、毎週日曜日）や、ひきこもりに関する研修会（３回開催）等を開催し、関係

者の交流と学習の場を提供しました。 

 (ｲ) 第３次計画において位置づけた「関連する分野・方針」との連携についての達成状況 

 ・７地区へのフリースペース開放事業と居場所支援ほっとスペースは、若者の居場所づ

くりに留まらず、そこから公民館職員や住民等など大人との関わりが生まれ、地域社会

とつながるきっかけになりました。 

 ・まつもと子ども未来委員会（こども育成課）との連携により、学習、フリースペースの

位置を地図上で検索できるツールを高校生が作成しました。 

・ひきこもりに関する研修会は、健康福祉部との協働による企画、運営が進んでいます。 

（２－２、２－４、８－１，８－３） 

 イ 課題と方向性 

(ｱ) 若者のフリースペース事業では、｢利用者の定着化｣や｢公民館職員等の大人との『ゆる

やかな関係性』の構築｣が進む一方で、利用者数が伸び悩む公民館がありました。開設す

る曜日や時間帯、開設頻度、また通学路上にフリースペースが存在するか等、利用実績を

左右する要素が見えてきたので、今後、周知方法や開設日時について見直していきます。 

(ｲ) ひきこもりの若者等に対する支援は未だ限定的ですので、引き続きひきこもりに対す

る正しい知識や対応を学ぶ場を提供します。 

⑶ ＩＣＴを活用した多様な学びとコミュニティ創出 

事業（継続） 

・ＩＣＴを活用し全ての人が自由に学べる学習の場を充実 

・デジタルディバイド解消の推進 
＜具体的な進め方等＞ 
・ＩＣＴを活用した動画配信等による学びの場の提供及び 

効果的な情報発信の方策を研究 

・ＩＣＴ活用に係る学習講座の開催及び人材の発掘・育成 

【第 3次計画で主に関連する分野・方針】 

２－４ 多様な遊びと学びの機 

会の保障 

３－２ 互いを認め合い学び合 

う教育の推進 

４－１ 社会教育活動の充実 

８－１ 放課後の子どもの居場 

所づくりの推進 

８－３ 地域づくりの推進 



 

 

 ア 事業成果 

 (ｱ) 事業の達成状況 

    ・公民館事業や、公民館報の記事に連動した動画を「松本市公民館公式チャンネル(Ｙｏ

ｕＴｕｂｅ)」へ投稿し、映像コンテンツの充実を図りました。また、公民館事業への

参加を促すため、映像コンテンツによる情報発信を行いました。 

 (ｲ) 第３次計画において位置づけた「関連する分野・方針」との連携についての達成状況 

  ・デジタルディバイド解消のための取組みとして、ＤＸ推進本部と連携し、地区公民館で

初心者対象のスマートフォン講座、相談会を実施しました。 

（４－１、８－３） 

 イ 課題と方向性   

(ｱ) 現在、デジタルディバイド解消に向けた学習の担い手は主に公民館職員となっている

ため、地域住民による人材育成に向けた事業を展開します。 

⑷ 公民館等長寿命化事業（継続） 

 ・公民館等の長寿命化に向けて、施設の機能を維持・回復す

るために、設備機器の中間改修を実施 

 ＜具体的な進め方等＞ 

 ・Мウイングは、令和４年度からの計画に基づいた改修を行

うとともに、第４期工事へ向けた実施設計の調整 

 ・地区公民館では、島立公民館の実施設計や旧奈川公民館解

体へ向けた調整を実施 

【第 3次計画で主に関連する分野・方針】 

４－５ 社会教育関係施設の整備・充

実 

 ア 事業の成果 

 (ｱ) 事業の達成状況 

・Ｍウイング（中央公民館）は建設から２５年が経過し、大規模施設のため４ヵ年計画で 

中間改修工事を実施します。３年目となる本年度は屋根改修、多目的ホール床改修、サ

イン改修、照明ＬＥＤ化、自動火災報知設備の更新等を行うとともに、次年度の工事で

あるＭウイング第４期中間改修工事の実施設計を行いました。 

  ・令和７年度解体予定の奈川公民館の解体前アスベスト調査を行いました。 

 (ｲ) 第３次計画において位置づけた「関連する分野・方針」との連携についての達成状況 

Ｍウイング中間改修工事とともに第一地区地域づくりセンター、中央保健センターの 

設備改修を行い、地区住民への利便性向上を図りました。（４－５） 

 イ 課題と方向性 

 ・個別施設計画に基づいた中間改修工事により、当面、老朽化した施設・設備を更新して

いきます。 

⑸ 重要文化財旧松本高等学校校保存活用事業（新規） 

・旧松本高等学校本館及び講堂の保全活用計画を見直すと

ともに懸案となっている冷房設備について検討 

＜具体的な進め方等＞ 

・冷房設備を導入する他自治体の先進事例を視察し、文化

庁･長野県の指導を受けながら導入を検討 

・今後１０年間に見込まれる、保存管理･防災計画等を盛り

込んだ｢第２期保存活用計画｣策定へ向けた調整 

【第 3次計画で主に関連する分野・方針】 

４－５ 社会教育関係施設等の 

整備・充実 

８－３ 地域づくりの推進 

９－２ 文化遺産の保存と活用 



 

 

 ア 事業成果 

 (ｱ) 事業の達成状況 

ａ エアコン未設置の貸室に、安全対策のためスポットエアコンを配備しました。 

ｂ 近代の重要文化財建造物が複数ある山形県を視察し、冷房が完備されている施設で

は、置き型のエアコンを露出させることが主流であることがわかりました。 

   ｃ 現状の課題を洗い出し、対策の方針案をあがたの森文化会館管理運営委員会で協議

し、第２期重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂保存活用計画の素案に反映しまし

た。 

 (ｲ)  第３次計画において位置づけた「関連する分野・方針」との連携についての達成状況 

   ａ 耐震対策事業が修了したため、より積極的な文化財の活用として、耐震補強工事の

様子を写真パネルで紹介しました。 

ｂ 松本観光コンベンション協会のフィルムコミッション担当と連携し、映画等のロケ

に積極的に協力し、施設の知名度向上に努めました 

（８－３、９－２） 

 イ 課題と方向性 

・配備したスポットエアコンは動作音が大きいため、稼働率は想定よりも低調でした。 

・防火・防犯等の文化財建造物防災設備整備事業をはじめ、保存活用事業及び環境整備事業 

を実施するため、第２期重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂保存活用計画を策定しま

す。 

 
 

 



５つの重点戦略・各テーマ 

 

 

１ ５つの重点戦略と各テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ｢地域拠点／自治組織の再構築｣における公民館活動の方向性 

戦 略 
公民館のあり方を根本に立ち返って見直し、誰もが主体的に参加できる持

続可能な組織・事業へと再構築する。 

戦 術 

効率化等による担い手の負担感低減及び、前例踏襲的な組織運営・事業と

住民ニーズとのギャップ解消による｢やらされ感｣の低減を図り、若者･女性･

子育て世代･移住者等の参画を促す。 

【負担軽減･効率化】 

前年踏襲で運営されがちな事業の刷新、一人ひとりの主体的な参画を推進 

【組織運営･事業実施のサポート】 

 公民館職員が、利用者と｢ほど良い距離感｣で住民ニーズに基づいた事業実

施を伴走型でサポート 

 ⇒身近な拠点、身近な困りごとの相談窓口としての地域づくりセンター・

公民館の機能強化 

現 状 

課 題 

前例踏襲で運営されがちな行事と現在の住民ニーズにギャップがあり、参

加意欲の低下・運営側の負担につながる 

⇒ギャップの解消により、「参加したい」と思わせる行事に変えていく必

要がある。 

具体的な 

取組み 

若者の居場所づくり対象地区拡充、公民館職員等が利用者と自然な関わり

を持てる関係性づくり(伴走型支援)、既存事業の見直し 

 



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

1
四賀公民

館
見直し

四賀地区
文化祭
生涯学習フェス
ティバル

・｢展示部門=文化祭｣、｢ステージ部門=生涯学
習フェスティバル｣として実施していたが、公民
館が四賀支所に移設する時から、別日開催と
した。
・R４年度は、文化祭を10月最終土・日曜日の
２日間、生涯学習フェスティバルは１１月中旬
の日曜日に別々に開催していた。

・文化祭は出店等もありにぎやかだったか、フェスティバルの観客が少なくなってきてい
る状態だった。
・フェスティバルの運営会議で｢観客が少なく発表していても張り合いがない｣という意見
が出され、文化祭とフェスティバルの運営会議で検討した結果、R５は試験的に同時開
催とした。結果として、運営者・来場者双方にとってプラスとなったが、フェスティバルで
使用するピナスホールは、文化祭の展示会場としても使用したため、R６へ向けて展示
場所の配置を大幅に変更する方向性で進めることとした。

・11月16日（土）、17日（日）に同時開催。（フェスティ
バルは日曜日のみの）
・フェスティバルの観客は思ったより増えなかったが、
アンケート調査をしたところ新年度も同時開催してい
くことになった。
・反省会において、｢同時開催のPR不足｣、｢ホールへ
の案内方法等がまずかった｣、｢『生涯学習フェスティ
バル』という名称が硬過ぎる」等の反省が出されたの
で、改善へ向けて検討を進める方針。

2
松南地区
公民館

見直し
地区公民館居酒
屋

・地区内の町内公民館を会場に、交代制で｢公
民館居酒屋｣を実施していたが、コロナ禍に
入って中断していた。
・地区公民館よりも身近な町内公民館を会場
に、地元町会や地区内の住民が集まって、和
気あいあいとした親睦交流の場となっていた。

・アフターコロナで住民の親睦交流の場がコロナ禍以前より減少し、事業の復活を望む
声があった。
・地区の「なんぶ未来まつり」は大規模なイベントで、準備から片付けまで、関係者の負
担が大きく、多くの関係者から、負担軽減を求められていた。そこで、コロナ禍後から閉
祭時間を前倒ししたが、日没後に酒など飲みながら交流＆賑わう時間が無くなった。
・そういった経過を踏まえ、地域から公民館居酒屋の実施・充実が求められていた。

・6月に芳野町、R7年2月に南松本丁目の町内公民館
を会場に、公民館居酒屋を実施した。
・運営方法等について、企画や準備などを会場となる
町会だけ任せるのではなく、地区役員や地区関係職
員（生活支援員、福祉ひろば職員など中心に）が密接
に関わるように変更した。今後も、継続的に実施して
いく予定。

3
松南地区
公民館

見直し
地区子ども会育
成会事業

・各町会から選出された小学生の保護者が、1
年交代で育成会役員を務める体制のため、｢
引継ぎが円滑に行えない｣｢役員の負担が大き
い｣｢事業の継続性｣などの課題があった。
・そこで、公民館長が相談役などとして関り、事
業の企画運営のサポートなども行ってきた。

・少子化や家庭状況の変化等により、育成会事業への参加者減少や役員の負担が増
加し、R５年度以降、2町会から1名の役員を選出する＆役員を選出しない町会もあった。
・R６年度に小学校PTAの在り方見直しが行われた結果、PTAを含めて育成会役員のな
り手となる保護者が減少し、R7年度から役員を選出できない町会が大幅に増加する見
込みとなった。
・役員の減少によって負担がさらに増加し、アフターコロナで育成会事業への参加者の
減少が顕著となったことで、育成会の在り方や事業の見直しを検討したい旨、現役員か
ら相談があった。

・現役員主導で育成会の在り方や育成会事業の見直
しを行い、公民館長が相談役として助言や資料作成
を補助した。
・R7年度から役員が大幅に減少することから、地区
の育成会主催事業を休止。伝統行事などの町会行
事は、連合会などの町会役員が人的協力面において
継続に関わると共に、地区内の保護者間の連絡機能
を果たすこととした。

4
梓川公民
館

見直し
スポレクフェスin
梓川2025

・地区運動会の方向性について、全世帯アン
ケートをR４年度に実施して地区運動会の廃止
を決定
・地区運動会に代わるスポーツイベントの検討
を地区スポーツ協会、スポーツ推進委員と実
施

・地区運動会は約1000人が参加して10月に実施していたが、｢町会対抗で選手集めが
大変｣｢見直しの時期が来ている｣等の意見があり、Ｒ4年度に地区運動会の方向性につ
いてアンケートを実施。回答の約8割が｢廃止」であったため、まちづくり協議会で地区運
動会の廃止を決定
・地区運動会に代わるスポーツ振興が必要との意見もあり、新たなスポーツイベントの
検討をＲ5年度から開始

・新たなスポーツイベントの検討を行い、R7年10月に
ニュースポーツの大会を行うことを決定。町会対抗で
なくオープン参加として、町内公民館の負担を軽減。
また、開催経費はまちづくり協議会と地区スポーツ協
会が負担することとした。

5
島立公民
館

見直し
スポーツフェス
ティバル

・10数年前、運動会に参加できない町会もあっ
たことから、ｵｰﾌﾟﾝ参加によるｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
に切り替える。
・毎年10月に開催し、老若男女問わず約500人
の幅広い世代が参加するスポーツイベント。
・住民から｢町会対抗による運動会形式の種目
も入れてはどうか｣との話もあり、町会対抗競
技を主体に、ｵｰﾌﾟﾝ参加種目も取り入れながら
実施していた。

・現状、ｵｰﾌﾟﾝ参加から町会対抗の種目を取入れてきた結果、「町会対抗では、選手集
めが大変」との意見が町内公民館長等から入る。
・そこで、オープン参加で参加できる種目を増やしながら選手集め等の負担を軽減し、運
営者・参加者全体が、楽しく参加しやいフェスティバルへブラッシュアップしていく方針と
なる。

・R6から新たに、オープン参加の種目（ストラックアウ
ト、スリッパ飛ばし、モルック）を取り入れた。
・結果として、子供から大人まで多数の家族での参加
があった。

6
島立公民
館

見直し
ソフトボール大
会

・９月に町会対抗により実施し、200人程度参
加している。
・これまでの参加条件のなかに、｢女性２人を
常時出場」があった。

・女性の参加者がいないため、参加できない町会があり、見直しを求める声があった。
・女性２名出場を参加条件から外し、女性が常時常
時出場したチームには１名につき６点を加点する
ルール変更を行い、全町会参加へつなげられた。

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,1



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

7
大手公民
館

見直し
お花見会
門松づくり
もちつき大会

・地区住民の交流を促し、親睦を深めるために
実施し、３事業で100人以上が参加。
・町会連合会など地区団体の主催行事として
長年実施しており、公民館、福祉ひろば、地域
づくりセンターが支援してきた。

・市社協からの募金配当金が減額されたことや近年の物価高を受け、｢地区行事の主催
者、目的、予算等を改めて見直してはどうか｣との意見が寄せられる。
・また、現状公民館・福祉ひろば・地域づくりセンターが事務局として伴走以上の支援をし
ているため、関係する一定の住民に「公民館に協力している」という感覚があり、行事を
始めた初期と現在に大きなギャップがある。

・少しずつ主催者意識を持ってもらうよう、次年度へ
向けて協議を開始
・行事ごとに部会を組織し、「部会が主体、公民館は
伴走支援」という運営方法を検討中

8
本郷公民
館

見直し 本郷地区文化祭

・コロナ禍以前は、文化祭を金曜日から日曜日
にかけて、３日間実施。このうち、金曜日には
プロのミュージシャンやタレントを呼んだ前夜
祭を開催していた。
・コロナ禍後、R５年に再開した文化祭は、過年
度通り前夜祭を実施したが来場者が思うよう
に集まらず、運営者側の課題にあがっていた。

・会場設営や運営などの文化祭の実務を担う町内公民館長から、「高齢化や共働き世
帯の増加に伴い、３日間の開催が大変厳しい」という意見が寄せられた。また、R５年度
の文化祭で課題にあがっていた「前夜祭への来場者減少」の点も踏まえ、前夜祭の実
施について見直しを求める意見が寄せられた。
・意見を基に、町内公民館長や地区団体役員等で組織する文化祭検討委員会で話し合
い、労力の削減とイベント集約による賑わいの創出を目的に、前夜祭の中止を決定。

・前夜祭中止により、イベント運営が土日に集約され
た結果、町内公民館長等のスタッフの負担軽減につ
ながり、R７も２日間開催の方向で検討している。
・前夜祭の協議に費やした時間が削減された分、｢本
郷地区松本市合併50周年｣に関連する特別企画につ
いて十分な検討時間を設けることができ、蟻ケ崎高
校書道パフォーマンスや50周年記念映像上映、50年
を振り返る展示を実施し、来場者にも好評だった。

9
城東公民
館

新規
育成会・三世代
交流部会事業

・R５年度まで、｢城東地区育成会・三世代交流
部会」の事業は、城東地区福祉ひろばと元町
児童館を会場として開催していた。
・公民館職員は、一切協力していなかった。

・福祉ひろばの「ひろば事業を主に進めていきたい」という考えと、元町児童館が城東地
区住民以外の利用もあるため、育成会・三世代交流部会の事業会場を検討・変更する
ことになった。

・城東地区の地区団体事業となるため、城東公民館
を会場に開催をすることとし、公民館も協力・共催す
る方針にした。
・７月に七夕人形作りとほうとうを食する会(45人参
加）、１２月に餅つき大会(66人参加）、1月にまゆ玉作
り(60人参加）を開催し、来年度も同様に進める方針

10
芳川公民

館
見直し 地区文化祭

　公民館登録利用サークルと関係団体、各町
会からの文化委員で構成する実行委員会にお
いて、前年度からの課題や意見を踏まえた事
務局提案（公民館）を基に、３回の実行委員会
で検討を重ねて開催
＜令和１年＞
・公民館、体育館、福祉ひろば、小学校、南部
屋内運動場を会場に通常開催
＜令和２年＞
・新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止
＜令和３・４年＞
・新型コロナウイルス感染防止対策の上に縮
小開催（作品展示、サークル活動動画放映他）
＜令和５年＞
・公民館、福祉ひろば、小学校、南部屋内運動
場を会場に通常開催
＜令和６年＞
・前年を踏襲する形で実施。一部、車座「食と
農～暮らし」として野溝箒の実演、四ヶ堰の話
題提供のため特設舞台を設置。

【アンケート・実行委員会（ふりかえり会）からの意見・提言】
・小学校で開催されるコンサートには、小中学校の児童・生徒をはじめその家族（３０代４
０代の若い世代）が集っているが、主会場（公民館）で開催される団体・サークルの展示・
ステージ発表、販売・実演は、別会場であることから顔を出せないため、年代を超えた交
流・ふれあいをはじめ地域のつながりを生み出せていない。
　⇒参加団体も、来場者も、負担なく行き来できる一体感のある会場設営・運営
・人口割からも見ても来場者（特に若い世代、家族）が少ない。
　⇒子どもから大人まで、誰もが楽しみや喜びを感じとれ、多くの出会いやふれあいを通
して響き合い、つながりを感じとれる企画内容　≪楽しめる企画（空間）づくり≫
＜検討課題（ポイント）＞
・子どもから大人まで、老若男女、誰もが楽しみ喜びを感じとれる空間としたい
・団体・サークル及び参加者が多くの出会いや体験を通して響き合える空間としたい
・人と人、活動と活動、人と活動のつながりを実感できる一体感のある空間としたい
【実行委員会のあり方・運営面から課題】
・実行委員の声をひろうのは、一堂に会した実行委員会での意見交換のみで、限られた
時間、全体会ということから、十分な意見交換・情報交換が出来ていない。
・年３回の実行委員会（全体会）における協議では、スケジュール・運営面等を考慮し、
概ね事務局提案を承認する形で終わっている。
・地域に息づく魅力ある人や豊かな活動との出会いから、共に共感・協調のなかで「つな
がり」「かかわり」を確認し、地域の土壌を創造する可能性を見いだせていない。

【ふりかえり会（第４回実行委員会）】
・これまでの課題を掘り下げ、より幅広い意見交換と
情報交換の中から事業を総括し、新たな提案をふく
めた柔軟な運営ができるよう、事務局に検討組織（検
討委員会）を設置することを事務局から提案。

【検討組織（検討委員会）の設置】
＜目的・ねらい＞
・アンケートや実行委員会における意見や提言等を
集約し、課題の分析から新たな展開に係る対応策を
検討し、原案の企画・作成を行う。
・検討委員会における事業の意義や可能性を見出す
議論・提案から、全ての実行委員が自ら参加し運営
する文化祭を通して地域の土壌を創ることをめざす。
＜検討委員会の開催＞
・文化祭運営担当責任者の公民館利用サークルと文
化委員の代表（９名）と事務局（３名）で構成。
・①意見・提言集約、②検討課題・ポイント、③対応
策・企画案の資料を基に、２月１９日に開催予定。

11
芳川公民

館
見直し

地区支援
企画会議

＜開催日時＞
・原則 毎月第１水曜日 午後３時３０分～５時
＜参集範囲＞
・地域づくりセンター、公民館、福祉ひろば、南
部保健センター、地区生活支援員、社協地区
担当、南部地域包括支援センター、地域づくり
課、生涯学習課
＜会議の内容＞
・地域全体の取組みに関わる情報共有
・地区で取り組んだ地域づくりアンケートや地
区診断書についての意見集約及び課題分析
・地区の現状についての意見交換
・各課からの連絡事項

【地区支援企画会議職員からの意見・課題等】
・各課担当者の地区へのこだわりにバラツキがある。
・主に情報共有の場となっているが、勉強となることも多い。
・地域づくりアンケートにおける設問内容の検討をはじめ、アンケート集計に携わること
から、地域課題の分析から課題の共有が図れたことは大変有意義だった。
・最近の地域の現状（認知症の事例等）を地域包括支援センターをはじめ、地区生活支
援員、保健師等から聞いて情報交換をしている。
【地区支援企画会議事務局としての課題】
・地域の現状を知る意味で地域づくりアンケートの集計や分析の取組みは有意義であっ
たが、地区担当職員が連携・協働した課題解決への取組み（研究・対策）までには、職
員の異動もあり、継続的な議論が出来ずにいる。
・各課からの連絡事項は事業の紹介・お知らせに止まり、事業を取組むに至った背景や
意義、また今後の課題解決に向けた意見交換には至っていない。

【地区支援企画会議事務局としての働きかけ】
・あらゆる場面で様々な形で地域の人たちと関わり、
実践を展開する地区担当職員の情報を共有すること
を目的に、地域課題の掘り起こしから魅力ある資源・
人さがしの試みを進めることを提案。
　■地域の魅力ある資源（活動・実践＆人）
　■地域の課題（悩み・困りごとなど）
・上記２テーマについて、地区担当職員の情報を①
項目、②現状、③取組みポイント、④関わる団体・
人、で整理し、目に見える形で共有化。
・各項目の背景やポイントの分析から課題解決に向
けた糸口の分析・研究を進める。
　⇒２月５日地区支援企画会議から実践開始

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,2



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

12
芳川公民

館
新規

地域連携懇談会
（学校職員と
地域づくり職員）

　芳川小学校では、地域とともにある学校づく
りをめざし、子どもたちの豊かな育ちを確保す
るために、学校長及び学校関係者、地域関係
機関・団体の代表者で構成する「芳川っ子サ
ポーター運営委員会」を設置。学校の教育目
標やビジョンを共有し、地域と一体となって子
どもの健全育成に取り組んでいる。
＜役割＞
①重点目標や課題等、学校運営の話し合い
②学校支援ボランティア（学校応援団）の年間
計画作成、調整
③学校評価（地域に関わる項目）
＜委員会の構成＞
　学校長及び学校関係者、公民館、地域住
民、PTA、地域関係団体、事務局（委員：13名）
＜事業内容＞
・学校の教育方針、年間計画等の説明
・地域、家庭での子どもの様子
・学校関係者評価（地域に関わる項目）
・授業参観
・情報交換、意見交換

【芳川っ子サポーター運営委員会における課題】
・学校の教育目標やビジョンは学校からの説明で共有できるが、子どもたちを取り巻く地
域の様子や課題、また地域で展開される多彩な活動・人材までは十分に掘り起こしがさ
れてないこともあり、運営委員会の中では全体像が見えにくい状況となっている。
・一部、学校図書館の運営補助や読み聞かせなどの支援ボランティア、また芳川営農と
連携したスクールファーム（農業体験：加工トマト、野溝箒、稲作）などの実績はあるが、
学校運営全体を網羅した学校支援ボランティア（学校応援団）は組織されておらず、年
間計画も作成できていない状態となっている。
【学校が抱える課題】
・地域連携事業や学年・各クラスの取組みを進めるにあたり、多忙な教職員が地区（支
援サポーター等）との調整を行わなければならない。
・また、その調整にあたっても、児童の思いや発想を活かした事業展開が可能なのか、
その判断を含めどこに相談して良いのか全くわからない状態。
・昨今の社会情勢や家庭環境の変化、また市内トップクラスのマンモス校であることか
ら、学校の運営面において大変厳しい課題が山積している。
【地域で抱える課題】
・学校運営での課題や地域連携事業、学年・各クラスの取組みに必要な支援内容の情
報が得にくく、また、その支援要請に対応していくための地域の人材（地域実践者等）の
掘り起こしやリスト化が出来ていない状況。

【地区支援企画会議事務局としての働きかけ】
・学校と地域が連携・協働し、地域全体で未来を担う
子どもたちの成長を支える活動を展開するため、学
校と地域が対等なパートナーとして、目的や課題を共
有しながら協力して活動に取り組むことをめざし、学
校と地域づくりの職員による情報・意見交換の場とし
て、地域連携懇談会を設置することについて、小学
校長・教頭と懇談の上、合意を得る。
【学校と地域職員による地域連携懇談会の設置】
＜目的・ねらい＞
・互いの思いを共有しながら立場を超えた幅広い情
報・意見交換の場として職員等による懇談会を設置。
・学校運営の課題をはじめ地域連携事業や学年・ク
ラスにおける取組みへの思いや考え、悩みから要望
や意見を自由に語れる場とする。
＜地域連携懇談会の開催＞
・学校側は、学校長・教頭・学年主任・担当教諭。
　地域側は、地域づくりセンター長、公民館、福祉ひ
ろば、地区生活支援員ほかで調整中。
・２月５日開催の地区支援企画会議（地域づくり職員
会議）にて方針確認し、２～３月の開催をめざす。

13
安曇公民
館

見直し
まつもと お山で
すくすく子育てサ
ロン

・地域の人間関係の希薄化等による子育て中
の親（特に母親）の育児への不安感や負担感
の増大、育児の孤立化が少子化の背景の一
つと言われている。
・子どもが幼稚園や小学校に入ると子どもを通
じた親同士の交流により、地域の様々な情報
が得られるようになるが、それ以前の子どもが
0～3歳くらいの子育て期間では、社会全体で
子どもの数が減っていく中、同年代の子どもを
周りで探すことも難しい。
・特に山間地域では、上記のような特徴が顕
著であることから、R5年度から、地元団体及び
地区担当保健師と共に、事業を開始した。

【令和5年度実績】
・年4回（6月、10月、12月、3月の平日（水曜）の午前中）実施
・実施の都度、参加者アンケートを実施し、寄せられた声は次回以降、反映させた。
・延べ30人（母14+子16）が参加し、外遊び・絵本の読み聞かせ・親子ふれあい遊び・ソー
イング・消しゴムはんこ作り・毛糸のボンボン作りなどをした。

【参加者の声】
・知り合いが増えた。
・子育ての悩みを共有できた。

【地元団体、保健師及び公民館による反省会での課題及び改善策】
・親の交流の場として定着しつつある。
・参加者が少ない。
・父親の参加がない。
・運営人材の確保

【令和6年度（12回中11回）実績】
・年12回（月1回）、保健師が行っている健康相談日に
合わせて実施
・実施の都度、茶話会を行い、参加者とともに、次回
以降の企画内容を検討した。
・地域とのつながりづくりのために、地元団体、保健
師及び公民館が、地域住民等と調整を行い、参画を
得られるよう働きかけ、11回中8回、地域住民等の参
画が得られた。
・父親の参加をねらい、12回中2回を日曜開催とした
結果、日曜以外でも、父親の参加が得られた。
・回覧（紙）での周知を極力減らし、SNS等を活用し
た。
・延べ144人（父6+母55+子83）が参加し、絵本の読み
聞かせ・ピラティス・ぶどう葉寿司作り・散歩・水遊び・
パネルシアター・収穫体験・影絵遊び・しめ縄作り・書
初め・キャンドル作り・雪遊びなどをした。

【地元団体、保健師及び公民館による反省会での次
年度の方向性】
・山間地で子育てをしている親の孤独感を解消する。
・親が子どもと離れ、少しでも自分の時間を楽しんだ
りリフレッシュできるようにする。（乗鞍地区の対象の
子どもが皆入園予定のため、“親のための時間”に重
きを置く）
・山間地ならではの自然の中で過ごす時間を共にし、
情報交換や交流の場とする

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,３



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

14
第二地区
公民館

見直し
第二地区盆踊り
大会

・公民館五部門委員(運営・館報･体育･図書視
聴覚・文化）全員で構成される実行委員会を組
織して当日の役割分担を決め、毎年８月１２日
に実施。
・町会長・町内公民館長・防災部・衛生協議会
等の各種団体役員を文化委員として委嘱して
おり、公民館・地域づくりｾﾝﾀｰ・福祉ひろば職
員が事務局を担当する。
・開催日前の練習（２～４回、大会議室を20時
まで開放）の指導と当日の模範踊りを福祉ひ
ろばで活動する日本舞踊のサークルに依頼し
ている。
・会場（深志神社境内）の借用依頼、テント等
の会場設営物品、出店・スイカ割り等のアトラ
クション用の物品手配、各種連絡調整を事務
局が担当する。
・コロナ禍のなか令和２～４年度は公民館運営
委員会での協議を経て中止を決定。再開後の
５～６年度には実行委員を含め概ね400人が
参加している。

【住民からの意見等】
・開催当日の天候によるが、盆踊り大会実施日は気温が高く、休憩時間の確保や模範
踊りの踊り手が適切に水分補給できるよう配慮が必要。
・盆踊りの曲は昔ながらのものばかりなので、若者が踊れるような曲も取り入れてほし
い。
・年々、踊りの輪に入る人が少なくなっているように思われる。子連れの若い夫婦等は踊
るのが難しくてもアトラクションや居合わせた知り合いとの会話を楽しんでいるようなの
で、盆踊りのみの行事ではなく、｢夏まつり｣として楽しめるようにしてはどうか。
・踊り終了後の抽選会（午後９時）を待たずに帰ってしまう人が多い。抽選発表の時間を
早める、スピードくじに切り替える等の検討が必要。
・盆踊りを「夏まつり」の一要素として捉えてみてはどうか。

・６月の運営委員会で開催概要の検討、７月の盆踊り
大会実行委員会で当日の運営体制・役割分担を決
定。
・当日は会場設営及び全体進行を町会長会、アトラク
ションを町内公民館長会、会場の環境整備を各種団
体、各公民館委員はそれぞれの専門分野を担当して
盆踊り大会を運営。
・熱中症対策に配慮して休憩時間を確保しながら当
日プログラムを進行し、事故なく円滑に当日の日程を
終了した。
【８月末に反省会を開催し、課題を整理】
・子どもの参加を考慮すると２０時３０分には全日程
を終わらせるのが妥当、抽選会の時間・方法も合わ
せて検討する必要あり。
・新しい踊りを取り入れるには指導する側も練習が必
要で難しい面もある。盆踊り大会自体に新しい楽しみ
の要素を盛り込むようにしていってはどうか。
【運営委員会で検討】
盆踊り大会実行委員会の前に開催する公民館運営
委員会で７年度の開催要領について協議するよう決
定。

15
第二地区
公民館

見直し 第二地区文化祭

・盆踊り大会と同じ構成で実行委員会を組織
し、毎年１１月の第２土・日曜日に開催し、R６
年は２７回目にあたる。R２～３年はコロナ禍に
より中止し、再開後の４～６年は第２土曜日の
１日のみで開催。来場者・実行委員合わせて
概ね400人が参加している。
・運営委員会で開催要項について協議し、実
行委員会で役割分担を確認して準備に着手す
る。
・第二地区公民館で活動する団体への周知及
び作品展示への出展・ステージ発表への出演
の有無の確認は公民館が対応。
・地区内１８町会の町内公民館長が各町内で
出展作品の募集・集約を行い、町会ごとに作
品を搬入する。
・公民館を文化祭会場とするための会場設営
を町会長会が主力となって行い、各種団体は
健康相談コーナー等の各担当コーナーの設営
を主に行う。
・事務局は文化祭当日の役割分担の調整、会
場設営・当日の運営に必要な物品の手配を行
い、実行員会で確認して当日に臨む。

【住民からの意見等】

【開催日程】
コロナ禍による休止以前のR１年までは土日の2日間開催し、バザー・喫茶コーナー・そ
ば等の軽食提供も行っていた。再開にあたって各団体からの意見・希望を聴取したとこ
ろ、実行委員の高齢化に伴い、負担軽減・文化祭の簡素化を望む意見が大勢を占めて
いた。

【会場準備】
・天候不良で前日に玄関周りの飾り付けができなかった場合の対応（当日の朝、対応す
る場合の体制）を毎回決めておく必要がある。
・館内の会場設営の際、実行委員の人数が多すぎて効率がよくない。準備から当日まで
の日程の中で担当を効率よく割り振ってほしい。
・作品展示の準備の際、出展する各サークルが参加するよう徹底してほしい。
【当日の対応】
・野菜市、巻き寿司・おやき・団子・焼き菓子等の軽食販売は、好評で早々に売り切れて
しまう。仕入れを増やして販売時間を長くする、午前・午後の二部制にする等の工夫が
できないか。
・昼の時間帯はステージ発表がないので、その間にステージを使ったアトラクションがで
きないか。
・文化祭終了後のステージの片付け・作品撤収の際は、「午後４時」と案内している時間
を厳守して時間前に片付けを始めないよう徹底する必要がある。文化祭全体の統一感
がないと来場者が戸惑ってしまう。

・コロナ禍以降、松本マラソンが11月第2日曜日に開
催されるようになったこともあり、土曜日１日での開催
が定着しつつあるが、毎年、公民館運営委員会で日
程案を検討した上で実行委員会に案を示して最終決
定している。
・準備、当日ともに各担当で余剰人員が出ないよう実
行委員の割振りを改め、都合がつかない場合は実行
委員が互いに連絡をとって個々に調整することとし
た。
・軽食販売の充実・時間延長を望む声は多いが、現
状では仕入先の都合で販売数が限られている。仕入
れ先の開拓等の情報提供を実行委員に投げかけて
いる。

16
第二地区
公民館

見直し ボッチャ大会

・高齢者の運動不足解消と親睦のため公民館
活動にボッチャ大会を取り入れるようR１年度
に講習会を開催。
・２年度はコロナ禍により具体の活動に取り組
むことができなかった。
・R３年度に町会連合会からボッチャの競技
セット（２セット）が寄贈され、地区独自の大会
開催にこぎつけることができた。それ以降は年
に３～４回開催し、地区内での定着を図ってき
た。毎回、20名前後が参加している。

【住民からの意見等】
・大会議室に公式ルールの規格よりも狭いボッチャコート２面を設定。参加者にとって広
すぎないため、競技を楽しむ余裕があるとのことで好評を得ている。
・参加の回を重ねるごとに競技上の駆け引きが分かるようになり、「ボッチャの面白さが
分かってきた。作戦を話し合うことも楽しい」といったう声も聞かれるようになった。
・参加者が固定している感もあるが、その分、顔見知りが増えて競技中の会話も多くなっ
た。
・冬場にも開催してほしい。

・「町会連合長杯」として冠大会を設定し、一層の浸
透を図っている。
・冬場の開催への要望が多く、２月中旬に今年度５回
目の大会を開催することとした。

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,４



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

17 寿公民館 見直し
ウォーキング大
会

・長年、駅伝大会として町会対抗で選手を出
し、全町会を巡るコースで実施していた。道路
沿線に住民が応援に出て、声援も多く、賑わ
いを見せていた。
・しかし、,警察から市道・県道の利用が禁止さ
れ、地区東北部の田園地帯で実施したため、
少し寂しくなっていた。選手を選出できず不参
加の町会も出始め、選手集めに大きな課題が
あった。コロナ禍で中止することになり、R5年
度からウォーキング大会に変更した。

・コロナが収束し始めてからも、選手集めが大変なため駅伝大会の中止を訴える町会
と、地域交流のために駅伝大会を実施してほしい町会との両方の考えがあり検討した結
果、前者の意向が強かったことから中止に至り、ウォーキング大会と体力測定に変更し
た。
・R5年度はコロナ禍の影響もあり、広報活動で参加選手を募らなかったため、参加者が
極端に少なく、役員と近親者のみの大会となった。
・「今年度は地域住民誰もが参加できる行事にして、参加要請はしない方向で進めてほ
しい」との要望があった。

・参加者を集めるため、広報活動を工夫した。特に①
参加者に５００円のクオカードを進呈②小学校PTAの
連絡網に広報を載せて周知③公民館前にのぼり旗
を１０日間立ててアピールするなどの工夫を行った。
・その結果、８４人の参加者を募ることができ、盛況に
実施することができた。

18 寿公民館 見直し
スポーツフェス
ティバル

・以前は長年にわたり、町会対抗の運動会とし
て実施されていた。｢選手の選出が大変」とい
う意見が寄せられていたが、各町会で多くの
参加者を選出したり、景品を出したりすなど工
夫し、賑やかに実施されていた。
・しかし、コロナ禍で中止となってからも｢選手
選出の困難さ」により再開できず、R５年度は
内容を体力測定やニュースポーツ体験会とし
て実施した。

・昨年度は、まだコロナの影響もあったため、積極的に広報活動を進めることが出来ず、
参加者も極わずかであった。
・｢ぜひ運動会として復活させてほしい」という願いが、特に高齢の方から強く寄せられて
いたが、実行委員会で検討した結果、｢運動会の実施は困難」との結論に至り、スポーツ
フェスティバルに変えて実施することになった。
・しかし、「運動会を実施してほしい」という要望は、今でも強く寄せられている。

・今年度は、R5年度に実施した体力測定とニュース
ポーツ体験会のほかに｢Eスポーツ体験会」を取り入
れた。さらに、春に人気のあった「ウォーキング大会」
も取り入れたことで、100人弱の参加者を募ることが
でき、大盛況に実施することができた。

19 寿公民館 見直し 福祉の文化祭

・障がい者施設から「地域と交流したい」との要
望があり、福祉･人権の立場から、施設と住民
との交流の場として文化祭として実施するよう
になった。
・公民館、福祉ひろば、福祉施設が中心とな
り、コロナ禍でも内容を工夫しながら続けてき
た。

・スタート当初は、スタンダードな文化祭のように展示やステージ発表的なことを行ってい
た。
・コロナ禍以降は、公民館が主体的に提案し、ケセラのコンサートや各施設のブースなど
の内容で実施してきたが、各施設から「当初の交流という要素が弱まっている」等の意
見もあり、思いを生かしきれない状況となっていた。

・今年度は、各施設の考えを出し合って話し合い、各
施設ブースからの情報発信や小学生も参加しながら
のじゃんけん大会などが催され、交流を軸とする内容
で実施することができた。
　来年度は、話し合う際の進行役も施設の職員に任
せ、より主体的に事業について考えてもらうよう促し
ていきたい。

20
入山辺公
民館

見直し

入山辺地区全体
行事～スポーツ
の秋・食欲の秋・
入山辺全員集合
～

・町会長・町内公民館長・スポーツ協会役員・
館報編集委員・各種団体長等の住民と地域づ
くりセンター（出張所・公民館）が連携し、「入山
辺地区大運動会」として１０月の第３日曜日に
開催(大正８年スタート）。
・８月頃から実行委員会を開催し、開催内容等
を検討・決定。
・スポーツ協会役員が運営方法等に関する会
議を２回実施。
・町内公民館長が各地区の参加者を取りまと
め、運動会前日に準備。
・当日は、玉入れ、ゲートボールリレー等の町
会対象種目、１００ｍ走、マラソン、保育園遊
戯、クイズ王選手権等の種目を実施し、約８０
０人が参加。

・令和５年度の反省会（雨天中止）において、「今後の開催については、住民が減少する
なか、これまでと同様の方法で開催するのは難しいことが予想される。今後の開催につ
いて、検討していく必要がある」との意見が寄せられる。
【各町会からの意見】
・高齢者が増え、町会対抗種目に参加する人数を集めることが難しく、参加出来ない。
・町会対抗ではなく、オープン参加に出来ないか。
・地区の大切な行事であり、住民が顔を合わせる機会を無くしてはいけない。
・町会での人集めの負担が大きい。
・今年度、我々の町会は参加しない。

・４月～６月にかけ、実施判断を検討する町内公民館
長会と事務局の公民館職員を中心に、大運動会の
開催について協議。結果、大運動会は取りやめ、
オープン参加での行事への転換が決定。
・７月から８月上旬にかけ、運営を担うスポーツ協会
と事務局が中心となり、運営方法を協議。子どもが楽
しめることを中心に内容を検討するだけでなく、多くの
住民が参加出来るように大運動会で人気のあった種
目や、お楽しみ抽選会、健康マージャン、フィットネス
運動、キッチンカー、消防車乗車体験等を実施するこ
とを計画。
・８月下旬に全体関係者の実行委員会を開催し、開
催内容等の共有・決定。
・９月下旬にスポーツ協会全体会議を開催し、当日の
運営方法等の具体的な打合せ。
・１０月１８日にスポーツ協会を中心に開催への向け
た最終打合せ・準備。
・１０月２０日入山辺地区全体行事～スポーツの秋・
食欲の秋・入山辺全員集合～として開催し、各イベン
トに景品も用意（３５０人参加）。
・実施後のアンケート結果では参加者の８５％、運営
役員の８３％が満足している結果だった。
・反省会の結果、次年度の運営方法は今年度と同様
に進めるが、より良いものにするため、細かい反省事
項を改善していく必要があるという意見が出された。
また、事業名についても地区に浸透していく必要があ
るため、公募等を行うことが必要ではないかという意
見が出された。

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,５



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

21
入山辺公
民館

新規
入山辺公民館で
中学生と楽しむ
日！

・地域住民から、「中学生の顔が見えない」とい
う意見が多くあった（地区行事の実行委員、民
生児童委員）。

・入山辺地区では、「地域の子どもは地域で育てる」という考えのもと、小学生・中学生・
高校生・大学生、そして地域の大人へとつながる循環型の取組みを進めており、「中学
生を対象とした取り組みを行って欲しい」という意見が寄せられた（小学生を対象とする
事業は親子ひろば、通学合宿等があるため）。
・実施へ向けては、「中学生に地区の良いところを知ってもらい、地区の魅力を再発見し
てもらえないか」「中学生に参加してもらうためには、参加し易く、楽しい内容であること
が大切」といった意見や方向性が提案される。
・地区の民生児童委員協議会、入山辺記念林協議会（財産区）、こんな山辺にするじゃ
ん会と協力し、事業内容の決定、当日の運営を行う。

・６月中旬までに事業内容を決定。
・参加募集については６月下旬に山辺中学校に依頼
し、入山辺地区の生徒に直接プレゼンテーション。山
辺中学校以外に通う生徒のために回覧を実施。参加
申込はロゴフォームで対応。
・８月１日（木）午前９時から開催し７人が参加(申込み
８人)
【イベント内容】
(午前)山辺消防所長さんによる「お天気教室」、子ど
も会育成会長による「パッククッキング講座」
(昼食)民生児童委員・こんな山辺するじゃん会のメン
バーとバーベキュー。焼きたてピザやパッククッキン
グで作ったオムレツ等も食す。
(午後)町会長が講師となり、入山辺記念林の会員と
美ヶ原高原（一部財産区）台上を散策(天候にも恵ま
れ、綺麗な景色の中を楽しく散策)
・参加した中学生からは、「楽しかったので来年も参
加したい」という声があり、地区住民からも「中学生と
楽しくコミュニケーションを取れる良い機会になった」
との意見が寄せられたため、来年も継続開催をする
ことで共有。

22
庄内地区
公民館

見直し
ドリーム庄内“秋
のつどい”

【概要】毎年10月後半に行われる地区最大の
イベント。地域の団体や役員が実行委員となっ
て企画・運営している。イベントの内容は毎年
検討し実施するため、これまで文化祭・運動会
など様々なことを行ってきた。
【見直し経過】コロナ禍においてこれまでと同じ
ようなことができなくなると、代替企画として防
災に関する展示を公民館が主となり実施して
いた。そのため、公民館事業としての側面が
強くなっており、地域住民の意識として、公民
館が考えたことを実施するだけ、という状況に
なっていた。また、反省会などで企画へのマン
ネリ感が指摘されていた。

【見直し理由】
・各町会がお金を出し合い、地区を盛り上げるために行っているイベントだが、住民によ
る主体的な運営ではなかった（実行委員の多くが、地区の関係団体役員のためやらされ
感があった）。
・同じ内容の繰り返しで、企画のマンネリ感があった。
・｢子どもたちの意見も取り入れられれば良いのではないか｣との意見があった。
【対応】
・地元の小中学校に行って、ドリーム庄内のプレゼンを行い、運営委員を募集した。
・少人数で集まり大まかな企画を検討。イベントの担当を作って、事務局と担当になった
役員で事業の詳細を詰めていった。

【実施内容】
・前日に前夜祭を開催。子どもたちが企画したビン
ゴ・歌・クイズ等で交流を図る(その後、飲食等を伴う
役員間の前夜祭有)。当日も、防災要素を取入れた
運動会を開催し、子どもたちが司会進行や準備・片
付け等で参画することができた。
【今年度の成果】
・小中学生19人が運営委員として参画。イベント１つ
を一から創り上げた。
・地域への広報に子どもたちが協力してくれたため、
昨年に比べて参加者が増加した。
・企画に担当制を導入したことで、それぞれ積極的な
意見出しが行われた。
【次年度へ向けて】
・担当間の連携不足で、当日の運営で上手くいかな
い部分があった。情報共有をさらに密にして行くこと、
会議に出ている役員が構成員にしっかりと指示を出
せる様にするなど改善案がだされた。
・学校から今後も児童・生徒が地域と関わる機会を
作ってほしいとの声があった。また、住民からも好評
で今後も続けて行きたいと意見があった。

23
波田公民
館

見直し
波田文化祭
福祉ひろばまつ
り

【波田文化祭】
参加団体と文化委員会、町会連合会、公民館
長会で実行委員会を組織し波田支所にて開
催。
当日の実質の運営は文化委員、準備・片付け
は町会長、公民館長が行っていた。
【福祉ひろばまつり】
波田文化祭と同月の別週に、波田保健セン
ターで開催。
準備、運営、片付けは町会長が協力して行っ
ていた。

【波田文化祭】
土日の２日間にわたって開催するため、土日を拘束されることになり文化委員の負担が
大きい。

【波田文化祭・福祉ひろばまつり】
町会長が同月に両方の準備や片付け、運営に参加しなければならず負担が大きい。
重複している参加団体もあり、両方に参加するのは大変。

・波田文化祭と福祉ひろばまつりを同日、同会場で開
催することにより町会長の負担を軽減。
・文化委員については、今までの土日２日間ではな
く、どちらか半日の協力で済むように役割の見直しを
行った。
・福祉ひろばまつりについては会場の変更もあった
が、問題なく運営でき、来場者、運営側からも好評で
あった。

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,６



NO 公民館名
見直し
新規

事業名 これまでの取組み経過 住民等から寄せられていた課題等 今年度の取組み結果

24
和田公民
館

見直し
健康スポーツの
つどい

コロナ禍以前に実施をしていた夏・冬のスポー
ツ大会、秋の運動会に代わる行事として令和
５年度から「健康スポーツのつどい」として夏・
秋・冬として実施。

参加者の減少や運営役員の負担。

秋の大会を廃止し、夏・冬の２大会を実施した。また、
競技種目も夏はソフトバレー、冬はボッチャを実施
し、競技性の大会種目と誰でも気軽にできる種目とす
ることで参加者の増加を目指した。

25
島内公民

館
見直し

スポーツフェス
ティバルin島内

・体協・公民館委員(体育･館報･文化･図書)・
町会長・町内公民館長・安協等の住民と、地域
づくりｾﾝﾀｰ(出張所・公民館・ひろば職員）が連
携し、「島内地区大運動会」として10月の第3日
曜日に開催。
・8月に関係団体代表で方向性や開催方法を
検討。9月に関係者全員で実行委員会を組織
し、開催方法等について検討・決定。
・運動会前日に準備を行い、終了後、関係者
で前夜祭を開催。
・当日は、年齢別ﾘﾚｰ・障害物競争・玉入れ等
の町会対抗種目や、園児旗拾い・ｸｲｽﾞ王決定
戦といったｵｰﾌﾟﾝ参加種目、小学校4年生の出
演・中学校金管ﾊﾞﾝﾄﾞの演奏等15種目に、老若
男女2,000人が参加。

・福祉ひろば推進協議会において、ｺﾛﾅによりR2～3まで地区事業(運動会･ｺﾝｻｰﾄ)が中
止された経過を踏まえ、R4以降の運動会実施の有無及び実施方法について検討するよ
う、委員から意見が寄せられる。
・そこで、R4の4～9月までの間に、町会単位で運動会の課題や実施有無について話し
合うよう公民館から依頼する。10月以降、運営団体代表者で検討し、「運営関係者や若
い世代でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ(PJ)を組織化し、町会の意見をﾍﾞｰｽにしながら、1年かけて方向
性を検討する」ことに決まる。
・R5の5～10月にPJで検討し、運動会に代わる新たなｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ(案)を作成。(案)を運
営団体代表者・町会長・町内公民館長と共有＆ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟし、住民等へ周知。

【令和4年度に町会単位で話し合った運動会への意見・課題】
・住民の減少等により、全種目に参加できない町会が複数ある。
・｢町会対抗｣だと参加を断る人が多い。ｵｰﾌﾟﾝ参加にできないか。
・現在の種目が住民ﾆｰｽﾞとﾏｯﾁしていない。
・景品の充実を求める声が強い。
・趣旨は理解するが、住民が積極的に参加する雰囲気がないため、人集めや当日の運
営など、運営者として負担を感じている。
・運動会の廃止もしくは、運動会以外の種目開催を求める。

・4月に町会連合会、町内公民館長会、体育協会によ
る「スポーツフェスティバルin島内実行委員会」を組織
し、開催内容や種目内容について会議を重ねて協議
し決定。10月に全体関係者を集めて開催内容を共有
した。
・10月20日にｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙin島内を開催(約300人
参加)。オープン参加形式で、全4種目に入賞の景品
を用意。休憩時間に玉入れ（希望者全員参加）と旗ひ
ろい（未就学児対象）を行い、参加賞を配布。
・反省会の結果、次年度の運営方法は今年度と同様
に進めるが、景品の数や人員配置等について見直し
を求める声(参加者・運営者全員へアンケート調査を
実施)があったため、R7の4月以降の運営委員会で検
討する方針。

26
松原地区
公民館

新規
まつばら謎解き
ウォーク

・町会アンケートの結果により、R5年度まで実
施していた地区スポーツ事業（町会交流ス
ポーツ大会・ウルトラゲーム大会・ニュース
ポーツ体験会）を廃止した。そこで、新規事業
を検討したもの。

・参加者の大半が役員及び地区スポーツクラブ会員となっている現状から、今後の地区
スポーツ事業のより良い在り方を探るため、町会アンケート実施。
・町会交流スポーツ大会に関するアンケートは、町会役員を対象に書面アンケートを実
施したが、表面的な結果しか得られず、改善に向けての検討に至ることができなかっ
た。そこで、さらに詳しく、本音を聞き取るために、前回アンケート対象者の一部に対し
て、グループインタビュー形式での調査を実施。
・球技種目への参加については、日頃運動していない方からすると、ハードルが高いも
のであり、日頃運動している方からすると、クラブ活動等で運動欲求を満たしているた
め、大会への参加意欲は高くないことがみえてきた。
・参加へのハードルを下げるため、運動レベルによる差が生じないウォーキングイベント
を検討することにした。

・7月のスポーツ協会会議において、松原地区内で新
規ウォーキングイベントを実施することについて委員
の総意を得た。
・8月のスポーツ協会会議において、地区内にチェッ
クポイントを設け、クイズを解きながらウォーキングす
る内容で検討することが決定。
・自宅の位置による不公平感をなくすため、スタート
地点及び時間は決めず、所定の時間内で地区内10
箇所のうち好きな箇所を回り、クイズを解く方式とし
た。また、インターネット検索しても答えが出ないよう
な、ローカルクイズの作成を意識した。
・実施後の反省として、問題が難しかったとの声があ
り、来年度以降の作成の際は、難易度のバランスを
考えながら作成が必要であると感じた。

【５つの重点戦略】　令和６年度　公民館事業の取組み結果（2025.1.30時点） NO,７



島内地区運動会の見直しについて 
 

令和６年度第３回松本市公民館運営審議会資料 

島内公民館主事 中條 陽 

 

１ はじめに 

   島内地区大運動会の概要…島内公民館・町会・町内公民館・体育協会等が連携 

して開催 

 

 

２ 見直しのきっかけ 

  ゲリラ豪雨やコロナにより３年間開催できない期間が発生（令和元～３年） 

      ↓ 

  住民からの運動会見直し要請 

      ↓ 

  町会長・町内公民館長等へ、町会単位で運動会の課題について調査を依頼 

      ↓ 

  今までのやり方は既に限界を迎えている？  

 

       

３ 見直しの経過と実施まで 

⑴ 運営団体代表者（町会連合会、町内公民館長会、地区体育協会）３役で構成する 

プロジェクトチーム(PJ)を発足 

 

 

 ⑵ 令和５年度に１年かけて検討し、新しいスポーツイベント「スポーツフェステ 

ィバル in島内」の方向性を確定 

 

  

⑶ 令和６年度に入り、フェスティバルの内容を決定し、１０月２０日（日）に実施 

 

 

 

 

４ まとめ 
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三役会
（町会連合会・町内公民館長会・体協）

スポーツフェスティバルin島内
実行委員会

・係は種目毎に設定する（計６種目）
・係長は体協三役・部長が就任し、係員は体協地区評議員、町会長、町内公民館長が務める
・駐車場係、交通整理については、地区安協に依頼する
・事務局は島内公民館が務める

・・

島
内
地
区

交
通
安
全
協
会



平瀬古城会の取組み 

 

１ 会の設立経過 

松本市の特別史跡「平瀬城跡(H26.3.5指定)」を核に、地区内文化財等関係者をネットワ

ーク化し、史跡保存・活用などを通じた地域づくり活動を推進するために、｢平瀬古城会｣を

組織 

公民館がつなぎ役となり、町会・町内公民館・史跡関係者・酒造会社・染物店・飴屋など

の関係者で、令和２年４月３０日に設立総会を実施 

 

３ 会の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会のコンセプト 

会員が楽しみながら、自由に意見を出し合い、積極的かつ主体的に活動する。 

 ①楽しみながら活動するために、無理はしない＆背伸びしない 

 ②やりたいことを実現するために、自由に意見を出せる環境をつくる 

  ⇒｢〇〇をやってみたい｣と発言した人が責任を負うのではなく、実現へ向けて、公民館が会

員などで｢関心がある＆つながりたい人｣を見つけて｢つながる場｣をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレット作成 整備作業 

小中学校授業 

染物体験 

陶芸講座 

狼煙まつり 

どぶろく酒製造 


